
ゆめのぼけっと　振り返り

役職名(　実行委員長　)

話し合い開始時期

準備時間の確保

物品購入

2,3年生の連携

・委員を前年度までに決めて

いたので、動き出しは早かった

と思う

・何から話し合えばよいか分から

ず、早い時期に委員会を設定でき

ても、内容を先生方に任せっざ)に

なってしまった

・時間に余裕を持たせることを

意識したので、おおむねどの

グループも計画的に動けてい

たと思う

・開演前スライドの作成について、作

成のお願いを早めに予告しておけ

ばよかった

・特になし

委員以タトの学生との連携

教員との連携

当日の開催時間

教員からの情報伝達や

メンバー間での情報共有

・学年全体に伝えてほしいこと

など、何かあるごとに連絡を

取り合えていたと思う

・グループラインを使用して、

全体に連絡が行き渡るように

工夫できたと思う

・何か分からないことがあった

ときに、積極的に開けたと思う

・午前と牛後に分けて時間に

余裕をもたせたのは良かった

と思った

・特になし

・特になし

・指示の出し方が分かりづらく、遅

いこともあり、動きにくかった部分も

あったと思う

・仕事は一緒にやるべきだった

・4年生への連絡が疎かになってし

まうことがあl)、他学年に比べて伝

達が遅くなってしまうことがあった

・しかし、その連絡を副委員長に任

せてしまうことが多く、もっと自分が

動くべきだったと思った

・昼休みなど空自の時間が長く感じ!

・3年生の委員長副委員長間では:

情報共有できていたと感じるが、2 !

年生の副委員長と話し合いやすり

合わせがしっかりできていなかった

と感じる



その他 ・特になし

・ I年生に何を伝達するべきか分か

らなかった

・広報対応が難しく、インタビューに

答えることに苦戦した

・ガイダンスは全学年でやるべきだ

った

・副委員長の負担が大きく、委員長

がもっと仕事を担うべきだと感じた)



ゆめのぼけっと　振り返り

役職名(和紹紹

.画夕ナスの碑胸も耳の仁

話し合い開始時期

準備時間の確保

物品購入

I雄のコ十手叩海砂の　与も阜,Iこく!

・パンフ〇年トのi晩年耳nI二子　　)

門口。信(一組ナノレ は孝則(三方

新畏上中I誘え
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委員以タトの学生との連携

教員との連携

当日の開催時間

教員からの情報伝達や

メンバー間での情報共有

・東レ姉。蔓譲生卵・)こ、ご
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ゆめのぼけっと　振り返り

役職名(インバク　　　)

自今ぜ坤・布と汚〆、当主、人か

津(二的ぐか七時万富{こし丁尋が1し…と部。

クラス入官雲量影(す予め、清l事や萌串

本障あ、←。 (品特出と牛で亘>か)



ゆめのぼけっと　振り返り

役職名(手手招←才子

羅縁,「碑拓殖研
どうしても招「中門ぐテスラそえぐ華的十。

小二笹つで訪う



ゆめのぼけっと　振り返り

役職名(舞台柔術委員)



ゆめのぼけっと　振り返り

役職名(　市報　　)

砕闇か倍なさ、¥ヰ報のことを

誌寸時の馬毎点の協議・に着船
て十王中耳かよ、)スムース、、に主監時

小-るふうIこ/恩、う_



ゆめのぼけっと　振り返り

グループ名( /合資　　　)

衷待卵紅く葬絡み訪坊でこのか、

姓、ク予二

紫紺の÷挟なしエ叩くこし(二二~ン`、′

研綱〆、しト招くや、タでニ

話し合い・練習開始時期

__ 」遼里

準備・練習時間の確保

コーナーの内容や演目

物品購入

2,3年生の連携

巧者口沙γ岡の青辞の珍デブで々坊ク(

障閃く立合れゆでか¥詳二
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吹奏峯縮ら尾トで功ク¥’

圏50園田

五イ毎号トロで

困50長田

教員との連携

-シ取回しくつ白的’河し工

当日の開催時間　　で戊紅,中土ク

教員からの情報伝達や　医勺、つに

メンバー間での情報共有
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ゆめのぼけっと　振り返り

グループ名(テ完

話し合い・練習開始時期

準備・練習時間の確保

コーナーの内容や演目

物品購入

2,3年生の連携

教員との連携

当日の開催時間

教員からの情報伝達や

メンバー間での情報共有

・(坤咋早く坪ソ組む〕ヒ車、

でさ†二。

舞筈午付言匡て霊らし厚がう

鳴門/暗停がで、-き享。

ク熔マス。早計、i’和幸。

サン沖、みてくま手品ユニ派手で’

喪中で二。

ストーリ寸虹ヾあソ回航高二。

・ユ3年生i司亡母

奉膝瞭ヾしヤ裾手ニ

民申子二。

親密薄紫

緯鷲主知卒I 、●こい園庭
紙筆不足†上汁ドゥ〇㌧ 「二。

・一々を小声軌二如丹前、車ト

の卜やヾ、写〇、うでよしi・

不草江ものを員,てしま、仁の乙’二台

と巌終末もひ、ら買うべき下士だ。
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ゆめのぼけっと　振り返り

グループ名(ケチ　)

話し合い・練習開始時期

準備・練習時間の確保

コーナーの内容や演目

用木`こメし六十三如き

:相子{「二、

弱輩しま′調布、ら・　_へ__-~__場_
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籍萄仁和か仁子∴

合口善言㌧入、 /手、昇I子ら章とど

よわ¥つぐ二、

物品購入

2,3年生の連携

教員との連携

当日の開催時間

中越半レ

問題にレ

門速了完し

教員からの情報伝達や

メンバー間での情報共有

リ星敢皇子集塵猿
瑚寺。両手持しト(こ
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ゆめのぼけっと　振り返り

グループ名(痢

話し合い・練習開始時期

準備・練習時間の確保

コーナーの内容や演目

物品購入

勧しん、両町牛海が
/缶車聞耳掬鳩胸b

フセ哩‡姪.:_　_○○___賀~~側

鮮卑の研材、顔ク碓
詞経本レぺ争、イ何て

綱紀雛経世 I・二.

裁縫
留曇瑠霜
r椿狩I今。

硝軒先し

練塀、‾
ラ朽岬雛均煩労II

葦与か、、

雌雄・■

2,3年生の連携
/†レ　　　　　　　　7テレ

教員との連携　霧覇観

当日の開催時間

教員からの情報伝達や

メンバー間での情報共有

雛緯縮
雅謝鮪輔車

部品一十雛ク
却綱引レイ初弾
即l高雄吋正和

(」レ

入組中/かみ粉星
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在り仁一仁(場・

も乃俵して勅



ゆめのぼけっと　振り返り

グループ名(　ダメス　　)

房確約動人多額夕友か
入廷′(′在



ゆめのぼけっと　振り返り

グループ名(盗形、科学)

ケr珂¥つ予て

話し合い・練習開始時期

準備・練習時間の確保

コーナーの内容や演目

畿照盤誓用‾‾‾‾:霧讃

議綜堵茹料

離縁銑鵠旅誓

物品購入:驚窺凝鞍綜rこ

露箸だ ソ肇稀府焚

驚鶴
学P率が巧β掠る→とび

了’’き、 7置当ス乏しi「イご′、7「こ

2,3年生の連携

教員との連携

当日の開催時間

、招轍窮需給
香田老いヾ′あつ子く。

7《ル/ 70しINβrよと-Iを 軽減

莞諾薫、驚拷拷「こ

豊島おっと
アます草汚ゐ不調

めるヂ薙盈来

諾ご警雄羅
言為し拓く
余ら甘マレ

白と符合、叩るイ

借款共有不足

続露盤宝ヾ
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ゆめのぼけっと　振り返り

グループ名(おはなし　　　　)

話し合い・練習開始時期

準備・練習時間の確保

コーナーの内容や演目

・練習開始時期が短期集中

てあった

・頻繁に集まることができた

・実習前(3年)に顔合わせが

できていた

・ラインで連絡を取りながら大

学に集まる時間を設けること

ができていた(長期休み後)

・意見を言いやすい雰囲気

・部屋のイメージや雰囲気の共通認

識ができていなかった

・直前の連絡となり集まることがで

きない人もいた

・実習前(3年)に具体的な話をして

おくとよかった

・夏休みも活用すべき

・2,3年の思いがすれ違うことがあ

った→共通認識が持てるようにする

・頻繁に確保できた

・各自での練習も行うことが

できていた

・空いた時間を積極的に活用

していた

・日程調整をこまめにできてい

た

・壁面の取り掛かりをもう少し早く

(壁面は実際に張りながら確認す

る)

→役割を早く決めておく必要がある

・実習前(3年)に準備を進めておく

とよかった

・演目練習に早期に取り掛かること

ができていたらパネルや人形の改

善もできていた

・あまり集まれないことがあった

・実習の関係で連携ができていな

い部分があった

・練習日を早めに決めておく必要が

あった

・壁面と練習が同時進行になってい

た

・いろいろな人が楽しめる作り・席(大人の方用)が座るスペース

であった(大人の方も)　　　が少ない

・演目数も適度で落ち着いて・絵本が飾りのようになっていたの

行うことができた　　　　　　で、もう少し手に取りやすいように

・絵本も子どもが楽しむ姿が・シールを張りたい子どもがいたた;

見られていた　　　　　　　め好きな絵本を読むときにも人員を;



物品購入

2,3年生の連携

教員との連携

当日の開催時間

・演目のジャンルが異なってい　配置する必要があった

た

・限られた空間で工夫して落

ち着いた環境作りができた

・テーマに沿った壁面づぐ」が

できていた

・絵本の購入もスムーズに

・絵本を購入したことで珍しい

絵本を置くことができた

・必要な物を買うことができた

・互いに意見を言うことができ

た

・学年ごとに分担ができてい

た

・実習前に早く集まっていた

・練習をするときにまとめる人

がいる

・演目と演目の間をもう少し開ける

べきだった→絵本を読む時間を十;

分に取れるように

・早い段階で環境構成や演目を決!

め、一度試してみるとよかった　　i

・パネルシアターが多めであった

→演目を分散させる必要がある

・練習を見せ合う機会を増やす　,

・話し合いで初めて気づくことが多事

かった

・話し合いがもっと必要

・昨年の様子が分からずすれ違い

があった

・別々の作業が多かった→協力する

・完成するまでの見通しが必要

・情報共有(壁面や練習状況の把

握)が足りていなかった→できてい

ないところはサポートし合う必要が

ある

・報告・連絡・相談(4年の先輩方と)

・楽器など貸してくださり活用

できた

・演目を見ていただき様々なア

ドバイスをいただき練習に活

かせた

・必要なことをすぐに共有でき

た

・本番直前の情報があり、もう少し

早く共有してはしかった

●Iう分の枠組みは良かった・講堂での演目と被っていた時間中

・舞台と遊びコーナーで時間　があった

を分けることでたくさんの方に・お昼の時間の開放について

見ていただくことができた　　・舞台に早く移動する子どもがいた　…
‾ 〉“’、‖′、‾‾〇〇・〇　‾-‾一　‾‾‾‾‾、‾‾、‾‾‾‾‾‾’-‾‾　~‾‾、 ’‾‾一へ‾-‾-○○へ‾‾一--一一--　一〇-　　-一--一書一一-○○----葛-〇・ ・へ--ノ　ー、・∴-一一-・一一へ-細、十一、へ葛__　____〆　___《_、」

・認識に違いがあった　　　　　　-

教員からの情報伝達や

メンバー間での情報共有

ラインを活用しグループで写

真などで情報共有をしていた

・頻繁に行うべきであった

・休んでいる人への対応が不十分;

であった



その他

ー‾　-‾‾一-‾‾‾‾‾‾‾ ‾‾‾‾‾○○’} 、‾-‾　‾i‾‾ ‾‾-〇〇〇‾‾‾‾ ‾‾‾‾〉　‾○○　‾へ、一‾‾‾‾○○‾(- ‾ ‾‾‾‾-i‾　‾‾-‾ノ‾‾‾‾　)‾‾‾‾‾‾、‾‾-‾}　‾-“.し.∴ノー‾‾‾‾‾-‾‾‾‾‾‾、「

・確認不足があった

・全員と連絡が取れるようにしておく;

・もっと子どもが身に来てくれる工夫

→舞台とおはなし時間の間はもう少

し開ける

・棚に本を置くなどの工夫→入って

きたときの目線で本が見える

・2部構成なのに違う演目をしても

よいのか



ゆめのぼけっと　振り返り

グループ名(そのイ移


